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シリーズチャペル＜経済と人間＞
　

安
倍
政
権
の
経
済
政
策
で
あ
る
「
ア
ベ

ノ
ミ
ッ
ク
ス
」
が
登
場
し
て
、
日
本
経
済

に
も
明
る
い
気
運
が
生
じ
て
き
た
こ
と
自

体
、
と
て
も
好
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
、
デ
フ
レ
脱
却
を
目
指
す
「
ア
ベ
ノ
ミ
ッ

ク
ス
」
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
肯
定

論
と
否
定
論
が
対
立
し
た
ま
ま
で
あ
る
。

　

日
本
銀
行
に
よ
る
金
融
の
量
的
緩
和

（
第
１
の
矢
）は
、円
高
是
正
の
傾
向
を
維
持

す
る
効
果
を
発
揮
す
る
と
さ
れ
る
。確
か

に
、
円
高
是
正
で
、
輸
出
企
業
を
中
心
に

収
益
が
大
幅
に
改
善
し
、
昨
年
年
後
半
以

降
、
設
備
投
資
も
回
復
し
つ
つ
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
経
済
理
論
が
主
張
し

た
実
質
金
利
の
低
下
の
結
果
で
は
な
い
。

住
宅
投
資
や
国
内
消
費
の
回
復
も
、「
予
想

イ
ン
フ
レ
率
」
上
昇
の
結
果
で
は
な
い
。

株
価
上
昇
の
資
産
効
果
や
、
２
０
１
４
年

4
月
の
消
費
税
引
上
げ
前
の
駆
け
込
み
需

要
の
影
響
で
あ
る
。
円
高
是
正
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
貿
易
収
支
は
、
原
発
の
事
実
上

の
停
止
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
止
ま
り

で
、
巨
額
の
赤
字
を
続
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
デ
フ
レ
・
ギ
ャ
ッ
プ
を
縮
小
す
る

た
に
、
財
政
出
動
を
機
動
的
に
行
う
必
要

が
あ
る（
第
２
の
矢
）。さ
ら
に
、規
制
改
革

な
ど
で
国
内
市
場
を
活
性
化
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
）や

Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ（
地
域
包
括
的
経
済
連
携
協
定
）

の
締
結
な
ど
、「
成
長
戦
略
」（
第
３
の
矢
）

が
必
要
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
が
動

き
出
す
に
は
相
当
の
時
間
が
必
要
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
金
融
の
量
的
緩
和
と
機
動
的

な
財
政
出
動
を
続
け
な
が
ら
、
物
価
上
昇

と
と
も
に
賃
金
が
上
昇
し
、
消
費
需
要
の

拡
大
を
維
持
で
き
る
か
ど
う
か
が
、
焦
点

と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、「
ア
ベ
ノ

ミ
ッ
ク
ス
」
の
理
論
と
現
実
は
、
一
層
乖

離
し
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
、
本
日
読
ん
で
い
た
だ
い
た
フ
ィ

リ
ピ
人
へ
の
手
紙
は
、
使
徒
パ
ウ
ロ
が
獄

中
か
ら
書
い
た
も
の
で
あ
る
。彼
は
、仲
間

の
密
告
に
よ
り
、
投
獄
さ
れ
て
し
ま
っ
た

（
１
：
17
）。
そ
う
し
た
生
き
る
か
死
ぬ
か

と
い
う
恐
ろ
し
い
リ
ス
ク
負
い
な
が
ら
、

パ
ウ
ロ
に
は
、
強
い
ス
ピ
リ
ッ
ト
が
宿
っ

て
い
る
。

　

ま
ず
、
彼
に
と
っ
て
は
、
生
き
る
こ
と
も

死
ぬ
こ
と
も
連
続
し
て
い
る（
1
：
21
〜

22
）。同
時
に
、こ
の
書
簡
は
、「
喜
び
な
さ

い
」と
い
う
こ
と
ば
で
満
ち
て
い
る
。つ
ま

り
、
パ
ウ
ロ
は
、
死
ぬ
こ
と
よ
り
、
生
き

る
こ
と
を
強
く
肯
定
し
て
い
る
。
そ
の
理

由
は
、「
実
り
多
い
働
き
が
で
き
る
」
か

ら
で
あ
る
。

　

キ
リ
ス
ト
教
は
、「
一
神
教
」
と
言
わ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
あ
る
意
味
で
は
異

な
る
。
4
世
紀
の
ニ
カ
イ
ア
公
会
議
で
確

認
さ
れ
て
以
来
、
そ
れ
は
「
三
位
一
体
」

の
信
仰
で
あ
る
。
そ
れ
を
、
ど
う
理
解
し

た
ら
い
い
の
か
。
即
ち
、「
裁
く
神
」と「
愛

す
る
神
」が
、一
見
矛
盾
し
対
立
し
つ
つ
、

「
一
人
一
人
の
心
に
生
き
る
ス
ピ
リ
ッ

ト
」
を
通
じ
、
実
り
を
も
た
ら
す
と
い
う

強
い
信
仰
と
い
え
よ
う
。

　

最
近
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
養
成
の
方
法

と
し
て
、「
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
・
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
あ
る
意
見

が
主
張
さ
れ
、
対
立
す
る
意
見
が
提
示
さ

れ
る
。
こ
の
対
立
を
固
定
化
せ
ず
、
別
次

元
の
解
決
策
を
見
出
す
こ
と
で
、
新
た
な

答
を
生
み
出
す
。
こ
れ
は
、「
三
位
一
体
」

の
考
え
方
に
通
じ
る
。

　

わ
が
国
で
は
、
議
論
へ
の
参
加
者
が
、

新
た
な
こ
と
を
生
み
出
そ
う
と
い
う
精
神

に
乏
し
く
、
対
立
を
固
定
化
す
る
傾
向
が

あ
る
。
そ
の
背
景
に
、
知
識
偏
重
、
形
式

主
義
、
権
威
主
義
が
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
今
こ
そ
必
要
な
の
は
、

「
三
位
一
体
」
の
思
考
法
で
あ
る
。
ミ
ッ

シ
ョ
ン
校
で
あ
る
本
学
に
必
要
な
の
は
、

形
式
主
義
で
は
な
く
、
不
確
実
な
時
代
に

新
し
い
も
の
を
生
み
出
そ
う
と
す
る
生
き

生
き
し
た
精
神
で
あ
る
。 

■

井
口
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不
確
実
な
時
代
に
生
き
る
精
神

 

（
フ
ィ
リ
ピ
の
信
徒
へ
の
手
紙
１
：
21
〜
26
）
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